
絶品野菜をつくっている、ベテラン家庭菜園、農家さんたちの
実践と最新の知見をもとに土の力を高める “有機の土づくり”
ノウハウ決定版を紹介します。
「有機栽培、自然栽培を始めたが収量が安定しない」と悩んでい
る方々に朗報、スタート時からおいしい野菜がたっぷり採れる、
土づくりの秘密が明らかになります。
●ミネラル補給の新アイデア●手づくり微生物活性資材
●緑肥、草堆肥で地力アップ ●冬の間のかんたん土壌養生
●対抗作物で連作障害を断つ！ ●筋トレに最適！ 畑に溝を掘る
安価で入手可能な、古代の地層から採取した海藻化石ミネラル
資材、薬品処理をしていない極上の圧搾純粋油かす、雑木林や
竹林で採取する糸状菌の塊（山のはんぺん）利用、土中のミネラルを引き出すための手づくり活性材（光合
成細菌、タンニン鉄、木酢液）、竹パウダー、米ぬか活用、もみ殻活用、有用な緑肥作物のタネ各種など、安
価（もしくはタダ）で利用できる土づくり資材の紹介と利用法も併せて紹介します。
農薬や化学肥料に頼らず、シンプルでお金もかかりません。誰にでもできる“すごい土づくり”です 

■季節の畑しごと 地力アップの最前線をさぐる

冬こそ、いい土づくり

 
［特集］

＜家庭菜園雑誌＞

野菜だより

■家庭菜園の楽しみ方

マネしてみたい！みんなのアイデア栽培

11月号（ 10月３日発売）編集内容のご案内

読者の皆さんが実践して効果が上がった野菜のアイデア栽培、

土づくり実践、病害虫対策、雑草対策、便利ＤＩＹ実践例を紹
介します。これからの菜園づくりの大きなヒントになります。

気温が下がる時期に野菜の生育を助ける、不織布やビニール
を利用するトンネルの利用法を紹介します。
●トンネルづくりの基本。必要な資材、トンネルの作り方。
●トンネル栽培で得られる大きなメリット。育ててみたい野
菜３種。
●トンネル栽培でよくある失敗。その解決法。
●トンネル資材の片付け方、保管法。 

■秋から冬の家庭菜園メンテナンス

失敗しない！トンネル保温栽培の手引き［特集］

監修＝三浦伸章、竹内孝功、田村吾郎

［別冊付録］菜園手帳２０２５年版
毎年11月号恒例の人気付録、書き込み式ダイヤリ―“菜園手帳”の２０２５年版です。
栽培記録は栽培上達の近道。タネまきや収穫などの作業、気温や天気、発芽日、病気や
害虫の対策を行った日、反省事項などを、日記として記録しておけば、そのまま自分の
畑オリジナルの栽培手引書になります。

■連載 大人気、垂直仕立て栽培のコツ

道法流！ 新・野菜の垂直仕立て栽培
第５回 エンドウ、ソラマメの縛り方 

監修＝道法正徳

垂直仕立て栽培が人気です。①肥料を与えない。②枝をすべて垂直に縛
り上げる。ただこれだけのシンプルな栽培法で、食味向上、収量アップ、
収穫期間の長期化、病害虫の激減など、多くのメリットが得られます。
垂直仕立て栽培の一番のポイントである、枝の縛り方を図解し、誰もが
失敗なく垂直仕立て栽培を行えるよう、道法先生にアドバイスをいただき
ます。
今回は、エンドウ、ソラマメの、葉を垂直に仕立てるための縛り方を紹介し
ます。 



区分 スペース 料金 原稿サイズ
天地×左右（mm）

表４ 1P 700,000 265×200

表２ 1P 600,000 285×210

表３ 1P 550,000 285×210

オフセット４色
1P 500,000 285×210

タテ1/3P 200,000 260×60（枠）

オフセット１色
1P 300,000 285×210

タテ1/3P 120,000 260×60（枠）

《お問い合わせ》

株式会社ブティック社 広告部
ＴＥＬ：03-3234-2083 FAX：03-3234-2135
〒201-8620 東京都千代田区平河町1-8-3

【広告掲載料金表】

●発売日：2024年10月3日（木）
●広告申込締切日：8月30日（金）
●原稿締切日：2024年9月10日（火）

※編集内容は変更になる場合があります。

［連載、ほか］

野菜づくりノウハウ
サステナブルな家庭菜園！

明石誠一さんに教わるおいしい野菜づくり教室

【野菜だより】
【刊行形態】：隔月刊 【発売日】：偶数月各3日 【判型】：天地285ミリ×左右210ミリ（右開き）

［連載］ 監修＝明石誠一

ビジュアル版・野菜談議が止まらない
どうする？ダイコンやサトイモの越冬保存

［連載］

その他、家庭菜園はじめの一歩、Q＆A行列のできる野菜だより相談所、プランターで自然菜園、タ
ネ採り教室、農が楽しくなるグッズ紹介など。初心者からベテラン菜園家まで、野菜づくりを応援
する連載企画が並びます。

埼玉県の農家・明石誠一さん（あかし農園代表）に自然栽培を基調
にしたサステナブルな野菜づくりを教わります。50㎡の家庭菜園を例
にして、これからの家庭菜園の楽しみ方を提案します。
特徴は、畑の土を自然に肥沃なものに変えてくれる「緑肥帯」を畑
の中に随所につくること。緑肥帯は、ムギ類、マメ類に加えて、野菜
のタネも混播（こんぱん）して「収穫もできる緑肥帯」であることが
特徴で、これまでにない新発想の野菜づくり。家庭菜園ならではの楽
しみ方です。肥料や農薬に頼ることなく、野菜がスクスクと元気に育
ちます。
今回は、越冬野菜の栽培ノウハウ、秋からの緑肥帯づくりのポイン
トを紹介します。

ベテラン菜園家の毛呂陽子さんと自然菜園コンサルタントの竹内孝功さんの対談。
今回のテーマは、根菜類の保存法。ダイコン、ニンジン、サトイモ、サツマイモなどの根菜
類を長期間みずみずしいままに保存するノウハウを明らかにします。
寒冷地の長野の竹内さん、温暖地の滋賀の毛呂さん。気候が異なる地域での根菜類の土中保
存、室内保存のノウハウの違いと共通点は、全国の読者の皆さんに大きなヒントになります。


